
 さらなるごみ減量・資源化に向けた施策について（家庭系ごみ） 

 

１ 減量・資源化に係る現状と課題 

【数値目標の進捗状況等】 

○分別排出に伴う資源回収量の減少によ

る資源化率の低迷 

○市民１人あたりごみ排出量の減少幅の

低迷（特に燃やすごみ） 

【ごみ組成】 

○資源化可能な紙類・プラスチック製容

器包装類等の燃やすごみへの混入 

○生ごみが燃やすごみの組成割合（重量）

の約４割を占める 

【処理体制等】 

○リサイクルプラザの移転と利用者数等

の減少 

 

【可燃系資源物の分別排出の徹底】 

○プラスチック製容器包装類・紙類・布類

の分別排出の徹底による 12 分別収集の

効果の最大化 

【生ごみ対策】 

○資源物として分別収集の対象となって

いない生ごみの減量対策 

【リユース促進】 

○多様な品目を対象としたリユースの 

促進 

 

 

２ 減量・資源化に向けた施策の方向性（案） 

＜重点施策＞ 

（１）分別の徹底に向けた広報・啓発の強化 

・分かりやすい広報の充実 

・地域における顔の見える啓発活動 

・転入者への情報周知 

（２）生ごみの減量 

・食品ロスの削減 

・生ごみの水切りの促進 

・生ごみの堆肥化の促進 

（３）リユースの促進 

・リユースショップ等の活用の促進 

（４）経済的手法の活用 

・家庭ごみ有料化制度の導入の検討 
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家庭系ごみの減量・資源化に向けた施策の方向性（案） 

＜重点施策＞ 

（１）分別の徹底に向けた広報・啓発の強化 

① 分かりやすい広報の充実 

② 地域における顔の見える啓発活動 

③ 転入者への情報周知 

 

・本市では、平成 14年 10月から家庭ごみの 12分別収集を導入し、資源物の排出の受け皿を

拡大することにより、プラスチック製容器包装類や紙類などの資源化に取り組んできたが、

資源回収量が減少している状況にある。 

 

・12 分別の導入から 10 年以上が経過した現在、「未だに 12 分別を知らない市民も多い」、  

「12 分別がマンネリ化しているのでは」といった指摘もあり、改めて資源物とごみの分別

排出を徹底し、12分別収集の効果の最大化を図っていくことが求められる。 

 

・そこで、廃棄物減量等推進員（じゅんかんパートナー）と連携し、分別排出の主体である

市民の視点に立って、分別の基本ルールの周知と分別排出に役立つ分かりやすい広報を 

充実していくとともに、自治会等における出前説明会の開催などを通じて、地域における

顔の見える啓発活動を強化していく。 

 

・また、家庭ごみの分別ルールは市町村により異なるため、市外からの転入者に対する情報

の周知が重要であることから、転入者向けの情報周知の方法を工夫し、改善していく。 
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■資源物の分別排出状況 

 

 

注）推計排出量 ＝ ごみへの混入量（推計）＋ 資源物の行政回収量 ＋ 集団資源回収量 

ごみへの混入量は家庭系ごみ質分析調査結果から推計 

汚れの付着や複合素材であること等の理由により資源化に適さないものも含まれるため、 

すべてが資源化できるものでは無い。 

市が処理に関与しない自主的な回収ルートによるものは含まれない。 

 

 

・プラスチック製容器包装類と雑誌・雑がみ類の推計排出量がそれぞれ年間 1万 3000ｔ

程度と特に多く、分別されずにごみへ混入して排出される量も多いことから、資源物

の回収量の増加と燃やすごみの減量のためには、特にこれらの分別対策が重要と考え

られる。 

・一方で、ペットボトル以外のプラスチック製容器包装や雑がみは、資源物としてリサ

イクルできるものかどうかの判別に難しい点があり、分別に関する分かりやすい説明

が必要である。 

・また、全国的には、プラスチック製容器包装の分別収集を実施していない市町村も多

く、このような地域からの転入者にとって、その他プラ容器の分別は本市の分別ルー

ルを理解する上での大きなポイントの一つと考えられる。 

 

 

  

資源物として回収 

（内訳） 
・ペットボトル  416 

・その他プラ 7,069 
（内訳） 

・雑誌    3,497 
・雑がみ類 5,732 
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■転出入の状況 

 

 

 

 

■他市町村におけるペットボトル以外のプラスチック製容器包装の分別収集実施状況 

 

○全国市区町村 

実施市区町村数 
全国市区町村に 

対する実施率 

1,124 64.6％ 

※環境省公表資料から作成（平成 25年 3月末時点） 

白色トレイのみを分別収集している場合は実施市区町村数に含まれない。 

 

○近隣市区 

実 施 松戸市、柏市、鎌ヶ谷市、江戸川区、葛飾区など 

未実施 千葉市、船橋市、浦安市、習志野市、八千代市など 

※白色トレイのみを分別収集している場合は未実施扱い。 

 

 

  

世帯数 人数

総世帯数に

対する割合

総人口に

対する割合

H21 219,184 475,751 23,772 10.80% 35,835 7.50% 20,676 35,642

H22 220,582 473,919 21,586 9.80% 32,809 6.90% 21,434 34,888

H23 220,782 471,694 20,911 9.50% 30,600 6.50% 21,832 34,508

H24 219,645 469,224 19,927 9.10% 30,017 6.40% 19,912 32,954

H25 220,993 469,523 20,733 9.40% 30,873 6.60% 19,072 31,428

※総世帯数・人口は各年10月1日現在

転出転入

世帯数 人数年 総世帯数 総人口
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■関連する施策の実施状況 

 

ア 分別ガイドブック・チラシの配布 

 家庭ごみの分別方法等をまとめた分別ガイドブック及びチラシを作成し、転入世帯を中

心に配布（平成 25年度作成部数 40,000部） 

 外国語版のチラシも作成し配布（英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語・

タイ語の６カ国語） 

 

イ ホームページ・広報紙等による情報発信（ＨＰ，広報いちかわ、じゅんかんニュース等） 

 市のホームページ、広報いちかわへの特集記事等の掲載及びじゅんかんニュースの発行

などにより、ごみの分別に係る情報を発信 

 

ウ 環境学習用副読本 

 小学生用の副読本を作成し、市内の公立・私立の小学４年生全員、及び中学校の図書室

閲覧用に配布 

 

エ 出前説明会 

 自治会や学校などに出向きごみ処理や分別等に関する説明を実施 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 

実施回数 13回 11回 5回 10回 17回 

参加人数 516人 489 人 610 人 1,509 人 1,015人 

 

オ クリーンセンターにおける施設見学者の受け入れ 

 小学生（主に 3・4年生）、中学生、自治（町）会、各市民団体による施設見学者を受け

入れ、ごみ処理の現状等を説明 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 

団体数 61団体 55団体 53団体 47団体 50団体 

人数 3,925人 4,022 人 3,841 人 3,528 人 3,344人 

 

カ リサイクル施設等の見学会 

 市内外にあるごみ処理施設やリサイクル関連施設の見学会を実施 

平成 25年度開催内容 参加者数 

リサイクル施設見学ツアー 

（高校生以上が対象） 

プラスチック製容器包装類の中間処理

施設、クリーンセンター等 
28人 

夏休み！親子で体験リサイクル

ツアー（小学生の親子が対象） 

プラスチック製容器包装類の中間処理

施設、クリーンセンター、紙すき体験 
20人 

最終処分場見学会 

（じゅんかんパートナーが対象） 
県内民間最終処分場 22人 

 

キ その他 

 環境フェアや市民まつり等のイベント開催時において広報・啓発活動を実施  
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■12 分別収集に関する平成 26 年 4月からの変更点 

資源物回収の受け皿の拡大を図るため、雑がみの排出方法と布類の回収対象を見直し 

 従来の方法 見直し内容 

雑がみの排出方法 雑誌の間に挟んでひもで縛る 紙袋に入れて出す方法等を追加 

布類の回収対象 主に夏物衣類、木綿の布 冬物衣類を回収対象に拡大 
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■分別方法に関する広報内容の例 
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■第９回循環型社会推進懇談会（じゅんかんプロジェクト９）からの提案（一部抜粋） 
 

【ごみ減量策について】 
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家庭系ごみの減量・資源化に向けた施策の方向性（案） 

＜重点施策＞ 

（２）生ごみの減量 

① 食品ロスの削減 

② 生ごみの水切りの促進 

③ 生ごみの堆肥化の促進 

 

・家庭から出るごみの約７割を占める燃やすごみの減量には、燃やすごみに占める組成割合

が約４割と最も大きく、資源物として分別排出の対象となっていない「生ごみ」の減量対

策が重要と考えられる。 

 

・本市の家庭から排出される生ごみは、１年間で約 31,800ｔもあると推計され、この中には

食べ残しなどの「食品ロス」が多く含まれていると考えられることから、食品や食材を無

駄に廃棄することのないよう、食品ロスの削減対策を進めていく。 

 

・また、生ごみの重量の約８割を占める水分を減らすことで、腐敗や悪臭の防止やごみの減

量によるごみ収集車の燃費向上や焼却時の燃焼効率の向上にも役立つことから、生ごみの

水切りを促進する。 

 

・併せて、コンポスト容器等を活用した減容化・堆肥化の促進などにより、各家庭における

生ごみの減量対策を促進していく。 
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■家庭から出る生ごみの排出量等について 

 

ア 生ごみの排出量 

 家庭から排出される燃やすごみの組成の約４割を生ごみが占めており、本市における 

家庭から出る生ごみの排出量は、１年間で約 31,800ｔと推計され、総排出量の約 22％に  

相当する。 

 

イ 食品ロスの量 

 国内における年間約 500～800 万ｔの食品ロスのうち、約半分にあたる約 200～400 万ｔ

は一般家庭からのものであり、本市においては、生ごみの重量の約 23～46％にあたる   

約7,300～14,700ｔ（総排出量の約5～10％に相当）の食品ロスが発生している計算になる。 

 

食品ロス：食べられるのに廃棄される食品 

ア）食べ残し 

イ）直接廃棄（賞味期限切れ等により使用されずにそのまま廃棄） 

ウ）過剰除去（大根の皮の厚むきなど、食べられる部分を過剰に除去） 

 
※食品ロス以外の生ごみ：調理くず（野菜や果物の芯や皮、魚の骨、貝殻など）や 

茶殻、コーヒー粕等 
 
ウ 生ごみに含まれる水分量 

 また、生ごみに含まれる水分量は、１年間で約 26,300ｔ（総排出量の約 18％に相当）と

推計される。 

 

表 家庭から出る生ごみの排出量等の推計 

 
１年間 １人１日あたり 備考 

燃やすごみ収集量  80,767ｔ 約 471ｇ  

生ごみ排出量（推計） 約 31,800ｔ 約 186ｇ 
燃やすごみの組成割合 

39.4％ ※1 

食品ロス（推計） 
約 7,300 

～ 14,700ｔ 
約 43～86ｇ ※2 

水分量（推計） 約 26,300ｔ 約 153ｇ 
生ごみの含水率 

82.6％ ※1 

※1 平成 25年度家庭系ごみ質調査結果 

※2 農林水産省公表資料における一般家庭から出る食品ロス量（年間 200～400 万ｔ）を基

に算定 
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【参考】食品廃棄物等の状況 

 

 
出典：農林水産省公表資料 

 

【参考】生ごみの組成の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※平成 19年度京都市家庭ごみ組成調査（生ごみ）の公表資料を基に本市で作成 

京都市の生ごみの組成（湿重量比）（平成 19年度） 

食べ残し 

37.9％ 
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■関連する施策の実施状況 

 

ア 生ごみ処理機購入費の補助 

 

【概要】 

ごみ発生抑制の一環として、生ごみの減量による燃やすごみの削減を目的として、市内

に住所がある世帯を対象として、コンポスト容器（生ごみ堆肥化容器）の購入費の一部を

補助している。（電動式生ごみ処理機に対する補助は平成 23年度末で廃止） 

 

【補助内容等】 

区分 タイプ 補助開始 補助内容 
平成 25年度 

補助基数 

コンポスト容器 

屋外型 平成３年６月 
購入費の半額 

（上限 3,000円 

 １世帯 2基まで） 

16基 

55基 

屋内型 

(密閉型) 
平成８年１月 39基 

（参考） 

電動式 

生ごみ処理機 

（平成 23 年度末で

廃止） 

バイオ型 

平成 12年５月 

購入費の３分の

１ 

（上限 20,000円） 

 

乾燥型 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型 
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○生ごみ資源化講演会の開催（平成 25年 11月 3日） 
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イ 公共施設における生ごみの減量・資源化（じゅんかん堆肥製造） 

 

【概要】 

 平成 11年度より市内小中学校・保育園・市役所本庁舎に生ごみ処理装置（現在は 18基）

を設置し、給食調理時等の残渣を処理装置で処理した発酵物（一次生成物）と、クリーン

センターへ搬入された剪定枝葉をチップ化したものを混合し「じゅんかん堆肥」を製造す

るもの。 

 現在は、原発事故に伴う放射性物質の影響によりじゅんかん堆肥の製造を見合わせてい

るため、希望者に生ごみ処理装置から生成する発酵物を配布したり、竹チップと混ぜて堆

肥を製造する実験を行っている。 

 

【実績】                         （単位：ｔ） 

  H22 H23 H24 H25 

生ごみ資源化 

投入量 50  48  46  44  

一次生成物量 10  10  9  9  

剪定枝資源化 チップ量 415  84  休止 休止 

じゅんかん堆肥 

製造量 228  59  休止 休止 

販売量 204  165  休止 休止 

 

 

■第９回循環型社会推進懇談会（じゅんかんプロジェクト９）からの提案（一部抜粋） 

 

【ごみ減量策について】 
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【参考】他市町村等の取り組み事例 

 

＜食品ロスの削減・水切りの促進等＞ 

 

○食品ロス削減国民運動（NO-FOODLOSS PROJECT）（食品ロス削減関係省庁等連絡会議） 

関係６府省庁の連携のもと、消費者が食品ロスに対する認識をより高めて消費行動を 

改善するような働きかけを行うもの。 

 

○ちば食べきりエコスタイル（ちば食べエコ）（千葉県環境生活部資源循環推進課） 

家庭での食事やレストランや宴会での食事の際の「食べきり」を進めている。 

 

○川崎市：「チャレンジ生ごみダイエット」 

平成 19年 2月に「かわさき生ごみリサイクルプラン」を策定し、その一環として、家庭

における水切りなどによる生ごみ減量や生ごみのリサイクルを促進している。 

 

○京都市：「生ごみ３キリ運動」 

生ごみの減量策の一環として、買った食材を使い切る「使いキリ」、食べ残しをしない「食

べキリ」、ごみを出す前に水を切る「水キリ」の３つの「キリ」を合言葉に、生ごみを減量

する運動を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市 京都 生ごみスッキリ情報館Ｗｅｂページ（一部） 

 

 

 

川崎市 チャレンジ生ごみダイエット普及広報用チラシ（表面） 
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＜生ごみの資源化＞ 

 

○千葉市 

・平成 19年 11月から一部地区において生ごみ分別収集モデル事業を開始。 

・回収した生ごみは、市内の民間処理施設（メタン発酵ガス化施設）においてバイオガス

を回収し、残さについても隣接のガス化溶融施設で利用。 

（平成 24年度回収実績） 

・対象世帯 2,760世帯、回収量 234ｔ（ごみ総排出量に対して 0.06％） 

 

○我孫子市 

・平成 19 年 6月から市内小中学校や保育園等における給食の食べ残しや調理くずの回収を 

開始し、平成 20年１月からは一部地区において一般家庭の生ごみの回収を開始。 

・回収した生ごみはクリーンセンターの生ごみ処理機において処理し、残さは家庭菜園や

花壇等で利用。 

（平成 24年度回収実績） 

・一般家庭  対象世帯 1,295世帯、回収量 171t（ごみ総排出量に対して 0.04％） 

・学校給食等 140ｔ 
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家庭系ごみの減量・資源化に向けた施策の方向性（案） 

＜重点施策＞ 

（３）リユースの促進 

① リユースショップ等の活用の促進 

 

・本市では、平成７年にリサイクルプラザを設置し、家庭で使わなくなった家具やベビー用

品の引き取り・再生・販売事業等を通じてリユースを促進してきた。 

 

・しかし、平成 24年度に分庁舎内に移転した後は、立地条件や展示スペースの制約などから

来館者数や再生品販売点数が減少しており、今後は、庁舎の建て替えに伴い現在の分庁舎

を活用した事業運営が継続できなくなる予定である。 

 

・また、リサイクルプラザで取り扱うことのできる不用品の品目は限定されており、多様な

品目のリユースにも対応していくためには、リサイクルプラザの設置による手法以外の取

り組みも必要と考えられる。 

 

・そのため、リユース市場が拡大していることなどを踏まえて、民間のリユースショップ等

の活用を促進していく。 
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市川市リサイクルプラザの概要 

 

【事業概要】 

リユースの取り組みの一つとして、家庭で不用となった家具やベビー用品などを無料で

引き取り、再生して展示販売を行っているほか、掲示板によるリユース情報の提供やリサ

イクル講座の開催などを実施している。 

① 家庭から出る不用品（家具、ベビー用品）の引き取り・再生・販売 

② リユースについての情報提供（不用品交換情報、フリーマーケット開催状況） 

③ ３Ｒに関する講習会等の開催 

④ ３Ｒに関する図書・資料の展示 

なお、本施設は、平成 7年 6月、鬼高 2丁目地先ＪＲ総武線高架下（ニッケコルトンプ

ラザ北側）に開館し、運営していたが、平成 22年度に市政戦略会議のもと実施された事業

仕分けの結果、経費の削減が求められたことから、平成 24年 4月、分庁舎内に移転した。 

 

【事業実績】 

 
フリーマーケット及びリサイクル講座の開催実績 

年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 

フリーマーケット 22回 17回 16回 11回 12回 0回 0回 

リサイクル講座 13回 10回 12回 13回 11回 3回 2回 

 

（平成 25年度実績） 

再生品販売点数      2,659点（家具 2,180点、ベビー用品 479点） 

再生品販売重量（推計）  約 75.6ｔ（大型ごみ収集量（3,875ｔ）の約 2％相当） 

再生品販売収入     6,383,300円 

業務委託料      22,823,640円（(公財)市川市清掃公社へ委託） 
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＜じゅんかんニュースによる広報＞ 
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■大型（粗大）ごみにおけるリユース可能量の推計 

 

○大型（粗大）ごみの組成調査結果 

調査対象市町村 市川市 町田市 真庭市 熊本市 

リユース可能なもの 

の重量割合 
14％ 19％ 20％ 19％ 

※平成 22年度 使用済製品等のリユース促進事業研究会報告書（環境省）を基に作成 

 

○潜在的なリユース可能量（平成 25年度） 

大型ごみ処理量 
リユース可能 

割合 

大型ごみ中の 

リユース可能量 

（推計） 

リサイクルプラザ 

再生家具等販売量

（推計） 

合計 

3,354ｔ 14％ 470ｔ 76ｔ 546ｔ 

※大型ごみ処理量にはクリーンセンターへの直接搬入量を含む。 

 

 

【参考】中古品小売業の推移 
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■第９回循環型社会推進懇談会（じゅんかんプロジェクト９）からの提案（一部抜粋） 

 

【ごみ減量策について】 
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【参考】リユース業者を活用した使用済製品のリユース事例 

※出典：リデュース・リユース取組事例集（環境省） 

 

 

（東京都世田谷区） 
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（東京都八王子市） 
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廃棄物減量等推進審議会スケジュール（案）

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

廃棄物減量等推進審議会

　【諮問】 【答申】

　　 ○ ○ 　　　　　　○  ○  ○  ○

 第１回
  (2/6)

第２回
(5/27)

第３回
(6/30)

第４回 第５回 第６回

【諮問内容】

一般廃棄物処理基本計画の改定

・計画改定の基本的考え方

・ごみ減量・資源化施策のあり方

・その他重点的な取り組み事項

平成25年度 平成26年度

【第１回】 
・委員委嘱 
・諮問 
・改定スケジュール 
・現況（数値目標の進捗及び施策の
実施状況等） 

【第２回】 
・課題 
・将来推計 
・基本的な考え方 
 （将来像、基本方針等） 
・じゅんかんプロジェクトの結果報告 
・市民アンケート案 

【第３回】 
・家庭系ごみの減量・資源化対策 
・市民アンケート結果（速報） 
 
 

【第４回】 
・事業系ごみの減量・資源化対策 
・経済的手法の活用について 
 
 

【第５回】 
・分別収集体制の見直し 
・不適正排出対策の強化 
 
 

【第６回】 
・答申案 
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目的

対象

調査時期　　　平成26年6月

回答数　　　1,236通(41.2%）　※平成26年6月17日現在

◎　回答者の属性 回答数=1,236

　「一般廃棄物処理基本計画」の改定にあたり、市民のごみ減量やリサイクルに関する取り組
み状況や、考えを確認するためアンケート調査を実施。

3,000人（平成26年5月20日現在で市内在住の20歳以上の方から無作為に抽出）

ごみ減量・リサイクルに関する市民アンケート調査結果（速報版）

　　　　アンケート結果

男性
33.7%

女性
64.2%

未回答
2.1%

性 別 20～29歳
7.4%

30～39歳
12.9%

40～49歳
18.8%

50～59歳
16.2%

60～69歳
23.7%

70歳以上
20.6%

未回答
0.5%年 齢

大柏

地区
9%

宮久保

地区
5%

曽谷

地区
6%

国分・国府

台地区
6%

八幡地区
6% 中山地区

9%
本八幡駅

南地区
7%

市川地区
5%

市川駅南

地区
12%

信篤地区
6%

行徳地区
14%

南行徳

地区
15%

未回答
0%

居住地区

1人
13.6%

2人
35.5%

3人
23.9%

4人
17.2%

5人

以上
8.3%

未回答
1.5%家族人数

戸建住宅

（持家）
50.2%

戸建住宅

（賃貸）
2.3%

集合住宅

（持家）
21.0%

集合住宅

（賃貸）
23.8%

併用住宅
1.0%

その他
1.1% 未回答

0.6%

住居種類

1年未満
4.4%

1年以上

3年未満
5.7%

3年以上

5年未満
3.8%

5年以上

10年未満
7.9%

10年以上

20年未満
18.8%

20年

以上
58.2%

未回答
1.2%

在住年数
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968 

863 

743 

667 

555 

540 

485 

438 

293 

258 

184 

106 

52 

17 

16 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

ごみを出す際に、資源物とごみの分別収集に協力している

買い物にはマイバッグを持参し、レジ袋はできるだけ断る

生ごみは水をよく切って出している

繰り返し使える容器や詰め替え商品を選んで購入する

買い物は計画的に行い無駄になるものは買わない

調理の際に、できるだけ食べ残しやごみが出ないように工夫している

過剰包装の商品は避けたり、ごみになるものは受け取らない

壊れた物は修理するなどして、できるだけ長持ちさせて使用している

自治会などの集団資源回収に参加している

スーパーマーケットの店頭回収を利用している

リサイクルショップやフリーマーケットを利用している

リサイクル商品やエコマークのついた商品を選んで購入する

生ごみ処理機やコンポスト容器を使用して生ごみを減量している

その他

特にない

ごみ減量等の具体的な取組（複数回答） 回答数＝1,190

大いに関心がある
19.9%

関心がある
63.1%

あまり関心がない
10.8%

まったく関心がない
0.6%

わからない
1.4%

未回答
4.3%

ごみの減量・リサイクルへの関心度 回答数＝1,236
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【資源物の排出方法】

雑誌にはさみ

集積場所
12.5%

紙袋に入れて

集積場所
18.0%

燃やすごみ

として

集積場所
66.8%

その他
2.0%

未回答
0.6%

③雑がみの排出方法 回答数＝1,236

スーパー等の

店頭回収
11.5%

公共施設の

資源回収箱
5.5%

プラ容器類として

集積場所
76.8%

燃やすごみ

として

集積場所
4.6%

その他
0.9%

未回答
0.7%

①ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの排出方法 回答数＝1,236

新聞販売店回収
54.2%

地域の

集団資源

回収
8.7%

資源物として

集積場所
16.7%

燃やすごみ

として

集積場所
3.1%

その他
15.0%

未回答
2.3%

②新聞紙の排出方法 回答数＝1,236
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【１週間のごみ袋の使用枚数】

ﾘｻｲｸﾙｼｮｯﾌ

ﾟ等に引取
20%

資源物として

集積場所
35%

燃やすごみ

として

集積場所
36%

その他
8%

未回答
1%

④再生可能な衣類の排出方法 回答数＝1,236

週０枚

排出
9%

週１枚

排出
25%

週２枚

排出
27%

週３枚

以上

排出
39%

①燃やすごみ

週０枚

排出
72%

週１枚

以上

排出
28%

②燃やさないごみ

週０枚

排出
26%

週１枚

以上

排出
74%

③ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装類

回答数＝1,236
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【現行のごみの収集回数（頻度）について】

増やした

方が良い
5%

減らして

も良い
11%

ちょうど

良い
78%

わから

ない
2%

未回答
4%

①燃やすごみ（週３回）
増やした

方が良い
5%

減らして

も良い
21%

ちょうど

良い
64%

わから

ない
4%

未回答
6%

②燃やさないごみ（週１回）

増やした

方が良い
22%

減らして

も良い
5%

ちょうど

良い
66%

わから

ない
2%

未回答
5%

③ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装類（週１回） 増やした

方が良い
4%

減らして

も良い
14%

ちょうど

良い
71%

わから

ない
5%

未回答
6%

④紙類・布類（週１回）

増やした

方が良い
7%

減らして

も良い
11%

ちょうど

良い
74%

わから

ない
2%

未回答
6%

⑤ビン・缶（週１回）

回答数＝1,236
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きちんと守ら

れている
34%

だいたい

守られている
54%

あまり守られ

ていない
7%

守られていない
2%

わからない
1% 未回答

2%

ごみ集積場所のごみ出しルールについて
回答数＝1,236

412 

232 

218 

218 

124 

100 

41 

20 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

その日に収集するものと違う種類のごみが出されている

ごみが分別されていない

ごみを出す時間が守られていない

指定袋を使っていない

他の地区の人がごみを出している

引越しごみが出されている

その他

店舗や事業所のごみが出されている

ルール違反の例（複数回答） 回答数＝758

537 

402 

267 

119 

89 

85 

67 

0 100 200 300 400 500 600

警告シールを貼って違反者の自発的な改善を促す

啓発を強化する

取り残し（収集しない）により違反者の自発的な改善を促す

条例により罰則を強化する

ごみ袋を開封し、排出者を特定して指導する

監視カメラを設置し、排出者を特定して指導する

その他

ルール違反対策について（３つまで選択） 回答数＝1,004
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587 

507 

430 

428 

317 

191 

73 

32 

17 

0 100 200 300 400 500 600

ごみ分別ガイドブック

広報いちかわ

資源物とごみの分け方・出し方（チラシ）

ごみ集積場所の看板

自治会の回覧

市のホームページ

家族・友人・知人

特にない

その他

ごみに関する情報源（複数回答） 回答数＝1,175

1,035 

540 

469 

311 

224 

99 

89 

0 200 400 600 800 1,000 1,200

プラスチック製容器包装類のマークを知っている

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞでは家庭から出る家具やﾍﾞﾋﾞｰ用品を再生、展示販売している

雑がみは雑誌と同様にリサイクルできる

家庭ごみについては１２分別収集を実施している

平成26年4月から雑がみを紙袋に入れて排出できるようになった

平成26年4月から布類の回収対象が冬物衣料の一部にも拡大した

ごみの焼却灰を市外で処分している

市から発信する情報の認知（複数回答） 回答数＝1,114

不公平だと思う
4%

どちらかというと

不公平だと思う
19%

あまり不公平

だと思わない
40%

不公平ではない
15%

わからない
17%

未回答
5%

排出量に応じた費用負担を求めていない現行制度について 回答数＝1,236
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導入すべき
3%

どちらかというと

導入してもよい
11%

どちらかというと導

入しない方がよい
30%

導入すべき

ではない
39%

わからない
12%

未回答
5%

家庭ごみ有料化制度の導入について 回答数＝1,236

810 

414 

401 

294 

257 

252 

238 

155 

137 

42 

30 

0 200 400 600 800 1,000

不法投棄が増えないよう対策を行う

有料化による収入の使い道を明らかにする

有料化による効果を明らかにする

子育てや介護をしている世帯に配慮する

ごみの減量に努力する人にとって公平な仕組みとする

ごみの減量について生産者や小売店への働きかけを強化する

低所得者に配慮する

分別収集の品目を増やしリサイクルを推進する

戸別収集方式を実施する

わからない

その他

有料化制度導入時の配慮事項（３つまで選択） 回答数＝1,163
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【自由記載欄の主な意見】

・ごみ減量・資源化・分別等の啓発、広報の不足・強化、方法見直し ４７人

・家庭ごみ有料化には反対 ４１人

・現状のごみ処理体制・集積場所管理で満足、収集業者に感謝　　 ４１人

・分別がわかりづらい、ガイドブックがわかりづらい ３２人

・適正排出の指導強化（集積場所、河川敷、外国人、転入者等） ２１人

・市民意識の改革が必要 ２０人

・カラス等被害対策の強化 １６人

・収集時間の変更（夜間収集、夏季限定回数増）・一定化 １５人

・賃貸等の集合住宅の分別・排出方法の指導を強化 １２人

・資源回収（集団資源回収、店頭回収）の場所が少ない １２人

430 

395 

365 

329 

315 

271 

221 

208 

193 

117 

71 

65 

56 

22 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

市民に対する情報提供

啓発による市民意識の向上

マイバッグ運動の推進

スーパーなどの店頭での資源物の回収の拡大

不用品の交換や回収・再生販売の促進

現在の資源物とごみの分別（１２分別）の徹底

生ごみの資源化

販売者に対する働きかけの強化

レジ袋の有料化

集団資源回収の強化

資源物とごみの分別の細分化（分別数を増やす）

家庭ごみの有料化

ごみ収集の回数を減らすこと

その他

今後進めていくべき施策（３つまで選択） 回答数＝1,159
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